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ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 
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新型コロナウイルス感染症拡大防止対策につきましては、４月 16 日に本県を含む全都道府県に

国の「緊急事態宣言」の対象地域が拡大されましたが、約１か月後の 5 月 14 日に本県を含む３９

県で解除されたことを受けて、「福島県緊急事態措置」が 5月 15 日に解除されたところです。 

 当所及び水産事務所では、いわき市、JA福島さくらいわき地区本部（p.９地図参照）と連携し「新

型コロナウイルス感染症対策いわき地区農林水産業関係機関・団体会議」を 4 月 15 日に立ち上げ、

定期的に情報交換及び農林水産業者の支援対策を実施しております。 

 今月号では、新型コロナウイルス感染症による事業者への影響や支援情報、様々な取組などにつ

いてご紹介します。 

 皆様におかれましては、引き続き感染拡大防止に十分留意されますようお願いいたします。 

 

１ 第 3 回アンケート調査実施 

 いわき市では、農林水産事業者への影響を把握し支援策を検討

するため、３月から毎月、電話による聞き取り調査（86 件）を

実施しており、３回目となる今回は５月 14 日～15 日に実施し

ました。 

結果の一部を抜粋して報告します。まず、活動への影響につい

ては、「既に影響あり」「既に深刻な影響あり」は 29 件（約 36％）

で、前回調査（４月）の 24 件（約 26％）より増加しており、

前回までの観光農園や農家レストランに加え、イベント中止等に

よる需要減の花き農家や鮮魚の需要減及び価格下落等の水産業

では影響が深刻化しています。 

 また、人手不足を感じているとした事業者は 21 件（約 26％）、

うち 7 件（約 9％）が新型コロナウイルス感染症の影響と回答し

ていますが、感染症対策で職を失った他産業の従業員とのマッチ

ングは時期や需要と供給の調整、追加雇用の人件費負担の問題等

があり、難しい状況が明らかになりました。 

 今回のアンケート調査により、管内の農林水産事業者への影響がさらに深刻化していることがわ

かりました。当所では、いわき市、JA福島さくらいわき地区本部と連携し、農林水産業者の皆様の

支援に取り組んでまいります。  

・【特集】新型コロナウイルス感染症の影響及び 

対策について･････････････････････････････p.1～ 

〔各種取組の実績（４～５月分）〕･･････････････p.4 

〔お知らせ・連載記事〕 

・田んぼの学校①マコモダケの苗植え･･･････････p.5 

・いわき地方の出荷制限等品目･････････････････p.6 

・いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果･p.6 

・「ふくしま食育実践サポーター」を派遣します！p.6 

・第３回高校生レシピコンテスト受賞レシピ紹介 p.7～ 

・GAP コーナー･･････････････････････････････p.9 

・６次化商品紹介･････････････････････････････p.10 

「ふくしまイレブン」に選定

されている、県の代表的な魚

のヒラメ。現在、豊漁が続い

ています！ 
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２ 当所及び水産事務所の経営相談や支援制度の相談窓口（8:30～17:15（土日祝を除く）） 

事   項 担    当 電    話 

農業に関すること いわき農林事務所農業振興普及部 0246-24-6154 

林業に関すること いわき農林事務所森林林業部 0246-24-6191 

水産業に関すること 水産事務所 0246-24-6172 

 

３ 支援情報 

○全般的な支援情報 

新型コロナウイルス感染症に関する支援制度ガイドブック（県地域医療課 HP） 

住民の方向けの情報（生活福祉資金、高等学校授業料、学校給食費、税、運転免許更新など）や

事業者の方向けの情報（感染症拡大防止協力金や各種貸付制度など）について掲載されています。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045c/coronavirus-list.html 

         

○農林水産業に関する支援情報 

新型コロナウイルス感染症対策に関する農林水産分野支援等情報（県農林企画課 HP） 

農業、林業、水産に関する支援情報や需要喚起に関する取組の情報等が掲載されています。 

 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36005b/corona01.html 

 

○感染症対策・業務の継続のガイドライン 

新型コロナウイルス感染者発生時の対応・業務継続に関するガイドライン（農林水産省 HP） 

感染症対策及び感染者が発生した場合の業務の継続に関するポイントが掲載されています。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/ncv_guideline.html 

なお、いわき市、JA福島さくらいわき地区本部及び当所では概要版（2 頁）を作成し、市内の

農家に配布しました。  

  

○生産者応援オンラインストアキャンペーン事業（県農産物流通課 HP） 

生産者や流通事業者等の販路の拡大につなげるため、オンラインストアにおける販売促進のた

めの事業を実施しています。 

 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/onlinestore.html 

 

○ 福島県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金・支援金交付事業（県商工総務課HP） 

県の要請や協力依頼に応じて施設の休止や営業時間の短縮にご協力いただいた法人及び個人事

業主の方に協力金・支援金を交付するものです。 

 http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32011a/ 

 

○離農防止・経営継続補助金 

農業の生産基盤を維持し、生産性向上に資する事業が国の 2次補正で検討されています。 

詳細は、次号以降でお知らせします。 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045c/coronavirus-list.html
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36005b/corona01.html
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/ncv_guideline.html
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/onlinestore.html
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32011a/
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４ いわき管内の取組 

○いちご、カーネーションの販売キャンペーン！ 

いわき市、JA 福島さくらいわき地区本部及び県いわき合同庁舎の

各事務所では、外出自粛で来場者が減少・休園した観光いちご園の

支援のため、「いわき産いちご応援キャンペーン」を実施しました。 

４月 30 日、５月１日、19 日～22 日の 6 日間で、市内 2 箇所

の観光農園から、旬を迎えた「ふくはる香」、「章姫（あきひめ）」、

「とちおとめ」合計 224 セット（448パック）を購入しました。 

 また、イベントの中止等より販売が落ち込んでいる市内の花き農

家の支援のため、母の日、マザーズマンス（母の月）を踏まえ、５月

８日、20 日、21 日の３日間で、カーネーション合計 443 鉢を購

入しました。 

  生産者の方々からは、出荷先が決まっていなかった商品や、廃棄

を検討していた商品が販売につながり本当に助かったなどの声をいただきました。 

 

○苦境突破へ通販サイト「ふくしま！浜・中・会津の困った市」 

 市内のいわきユナイト株式会社（p.９地図参照）が 4 月に立ち上げた「ふ

くしま！浜・中・会津の困った市」。売り上げ減に苦しむ県内の事業者さ

んを対象にした通販サイトです。 

 5 月 20 日現在、60 を超える事業者さんの約 240 品が掲載されてい

ます。   https://iandu.shop-pro.jp/?mode=grp&gid=2362549 

 

○昼食弁当や夕食用の「テイクアウトいわき」 

来客数の減少や予約キャンセルなどで厳しい状況が続

く市内飲食店を支援するため、昼食弁当や夕食用のテイ

クアウトが行われています。 

このうちいわき商工会議所の「いわき支え合いキャン

ペーン」は、夕食のテイクアウトを行うもので、いわき

地方振興局が窓口となり、県いわき合同庁舎の各事務所

において応援しています。                 https://takeout-iwaki.com/ 

                        

○コロナに負けるな！いわき支えあい掲示板 

いわき市魅せる課では、新型コロナウイルス感染症の影響を受

けている市内農林水産業関係者や飲食店と消費者とのコミュニ

ケーションを図るため、困難な状況を共に乗り越えるため、生産

者の直売情報や飲食店のテイクアウト情報を掲載しています。 

  http://misemasu-iwaki.jp/iwaki_sasaeai/index.html      

                   （いわき農林事務所） 

 

○漁師直送！水産物産直販売 

相馬漁業産直研究会では、５月 25 日から相馬名物「松川浦産乾燥

アオノリ」（１パック 15g 入）の応援購入のため、いわき地方の出先

機関・県立学校に案内しています。         （水産事務所） 

https://iandu.shop-pro.jp/?mode=grp&gid=2362549
https://takeout-iwaki.com/
http://misemasu-iwaki.jp/iwaki_sasaeai/index.html
https://www.facebook.com/groups/takeoutiwaki/
http://misemasu-iwaki.jp/iwaki_sasaeai/index.html
http://s-sakana.sakura.ne.jp/kenkyukai1.html
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いわき市漁業協同組合は、5 月 1 日から今期のウニの

試験操業を開始し、ウニの貝焼が出荷されました。ウニの

貝焼とは、殻長を５cm 前後に削ったホッキ貝の殻にウニ

（キタムラサキウニ）の生殖巣を盛り付けて蒸し焼きに

したもので、いわき市では贈答品として重宝される郷土

料理となっています。この日は、小名浜下神白地区の採鮑

漁業者が約 40kg のウニを水揚げし、小名浜にある採鮑

組合の加工施設で加工しました。その後、小名浜魚市場（p.

９地図参照）にあるスクリーニング検査室で放射性物質

の検査を受け、検出下限値未満を確認した上で計 78 個

が沼之内魚市場（p.９地図参照）で初入札されました。市場では、ウニの貝焼を待望した地元仲買業

者が品定めをし、4,150～3,000 円/個と、前年とほぼ同じ価格帯で落札されました。ウニの貝焼

の出荷は、週 2～３回の頻度で 8 月上旬まで予定されています。         （水産事務所）                                                                        

 

 

 

 

 

瀬戸地区営農改善組合では、令和元年から新たな栽培品目としてアスターの栽培が始まりました。

今年は７戸の生産者が８月旧盆の出荷を目指し、栽培を始めています。 

５月 11 日には、瀬戸地区営農改善組合とともにアスターの栽培技術の習得に取り組んでいる勿

来町のエヴリート株式会社（p.９地図参照）でアスターの定植が行われました。アスターは、８月の

旧盆や９月の彼岸に直売所などに出荷される予定です。お盆とお彼岸に瀬戸地域等のアスターをぜ

ひご活用ください。                           （農業振興普及部） 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウニの貝焼の出荷を開始             〔５月１日（金）〕                

アスターの定植を実施              〔５月１１日（月）〕 

（アスターを定植している様子） 

（ウニの貝焼の入札） 

（開花したアスターの様子（令和元年８月２日）） 
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■田んぼの学校とは 

 地域の未来を担う子どもたちが、「農業・農村地域の大切さ」、「環

境の大切さ」について理解を深め、豊かな感性と深い見識を持つこと

を目指し、田んぼを遊びと学びの場として活用して実施する体験型

学習です。 

平成 30 年度、令和元年度に引き続き、今年もいわき市立菊田小

学校（p.９地図参照）で田んぼの学校の活動を行っていきます。菊田

小学校では、田んぼの学校として一般的な稲ではなくマコモダケを

育てています。マコモダケとは黒穂菌の影響で株元が肥大化するイ

ネ科の植物であり、成長すると 2m 近くまで成長します。タケノコ

やアスパラに似た食感とほのかな甘みが特長です。 

 

■マコモダケの苗植え 

 例年どおりであれば、菊田小学校の 5 年生児童 81 名が４月下旬

頃に、地元応援団（いわき市勿来地区土地改良区や地元農家の方々）

に教えていただきながら、マコモダケの苗植えを行う予定でしたが、

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、児童による苗植

え体験活動については休校により見送ることにしました。そこで今

年度は地元応援団にご協力をいただき、学習田への苗植えを行うこ

ととしました。     

地元応援団の熟練した技術及び緻密な計画により、苗植え作業を

30 分ほどで終えることができました。苗植え直後は 20cm 程度の

小さな苗ですが、恵まれた生育環境を維持していくことで大きく成

長し、秋にはたくさん収穫できるようになります。新型コロナウイ

ルス感染症の状況が早く落ち着き、５年生児童たちと田んぼの生き

もの調査やマコモダケの収穫・実食体験ができることを願っており

ます。 

 

■次回の田んぼの学校について 

新型コロナウイルス感染症の状況によりますが、次

回の田んぼの学校は、開校式及び生きもの調査を予定

しています。（6月 18日（木）予定）  

（農村整備部） 

 ４月 25 日（土） 

（マコモダケ（収穫時）） 

肥大化した株元 

 

（マコモダケの苗） 

（苗植え作業状況） 

 第１回 

（マコモだっけ？） 
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 令和 2 年５月 19 日現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷が制限等されている品目は（表）のと

おりです。 

 出荷制限等品目は、出荷・販売だけ

でなく、宿泊施設等での提供や加工用

原材料として使用することもできま

せん。また、自主検査等により基準値

（100Bq/kg）以下であっても出荷・

販売はできませんのでご注意くださ

い。          （企画部） 

□ 農林畜産物の検査結果 

令和２年４月の農林畜産物モニタリング検査では、検

査した12品目40検体すべてにおいて放射性セシウム

が基準値（100Bq／kg）を超えたものはありませんで

した。内訳は（表）のとおりです。     （企画部） 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

令和２年４月の水産物モニタリング検査では、412 検体の魚介類を検査し、放射性セシウムが基準値

（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。                   （水産事務所） 

 

 

県では、食育体験や交流、食生活改善、地域の食文化や郷土食の伝承等の活動を先進的に実践する方々を

「ふくしま食育実践サポーター」として登録し、学校、幼稚園、保健所、公民館、企業等が実践する子ども

等を対象とした食育活動を支援するため、要請に応じて派遣しています。 

 食育実践サポーターには、農林漁業者、酪農家、栄養士、野菜ソムリエなど、さまざまな分野の方が登録

されています。いわき管内の食育実践サポーターの派遣を希望される団体等は、下記ホームページより申込

書をダウンロードし、当所企画部までお申し込みください。                 

※本制度は、子どもを対象とした食育活動、もしくは子どもの食育に関する講話等の活動が対象です。 

                                           （企画部） 

 

 

 

 

               

 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 
山 菜 

たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、 

わらび（野生のものに限る）※、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

お 知 ら せ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和２年４月分）  

いわき地方の出荷制限等品目  

（表）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和２年５月 19 日現在） 

※わらび（栽培）は該当生産者 15 名のほ場に限り出荷制限が解除されました。 

 

「ふくしま食育実践サポーター」を派遣します！  

（表）放射性セシウムが基準値以下の品目と検体数 

 
菌床しいたけ（施設）８、エリンギ（施設）１、

タラノメ１、トマト（施設）１、アスパラガス

（施設）１、ミニトマト（施設）１、くさそて

つ（こごみ）（野生）２、菌床なめこ（施設）１、

わらび（栽培）15、ふき（野生）２、牛肉５、

原乳２ 

■お問い合わせ 

いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 

TEL：0246-24-6197 FAX：0246-24-6196 

■申込書ダウンロード（福島県 農産物流通課 ホームページ） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/supporterseido.html 

派遣にかかる経費

（報償費・旅費）は

県が負担します。 
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昨年度いわき市内の高校生を対象に、いわき産のトマト・ネギ・きのこ・Iwaki Laiki（米・米粉）をテーマ

食材とした、「第３回高校生レシピコンテスト」を開催しました。今回は、応募があった５５作品のうち、「グ

ランプリ及びマンママリー賞」を受賞した「フレッシュトマトのなめらかミルクプリン」と「準グランプリ及

び JA 福島さくら賞」を受賞した「まるごとトマトのスープ餃子」のレシピをご紹介します！ （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 高校生レシピコンテスト 

受賞レシピ紹介 
Vol.１ 
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なお、企画部では高校生レシピコンテスト受賞レシピ作品をつくっていただいた方のレポート（①料理の写

真、②つくってみた感想など）を募集しています。送っていただいたレポートは、６月号以降のいわき農林水

産ニュースに掲載させていただきます。皆様のご応募お待ちしています！ 

 

 

 

 

■宛先 

 いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 

 E-mail：kikaku.af07@pref.fukushima.lg.jp 
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認証ＧＡＰ（ギャップ）を取得しませんか？ 

 

GAP とは、食品安全・環境保全・労働安全を３本柱に、定

められた基準に沿った各農場毎のルールを決め、実行・記録・

検証する取組のことです。認証 GAP を取得することにより、

生産している農林産物が安全であることを消費者・流通関係者

に保証することができるほか、作業の効率化、農作業の安全性

の向上を図ることができます。 

 県では、認証 GAP 取得者を紹介するホームページ「ふくし

ま。GAP チャレンジ（https://gap-fukushima.jp/）」の開

設や、日本橋ふくしま館 MIDETTE での GAP フェアの開催

などを通じて、認証 GAP 取得農産物の販路拡大も支援してお

ります。 

さらに、費用面の支援として、土壌や水質等の検査費や認証

審査費用等を補助する「第三者認証 GAP 取得等促進事業」が

あります。  

GAP について興味のある方は、経営支援課（☎0246-24-

6162）（きのこ類は森林林業部林業課☎0246-24-6193、

補助事業は農業振興課☎0246-24-6160）まで、お気軽に

問い合わせください。         （農業振興普及部）                                                 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

６ 

国道 

高速 

今月号に掲載した場所はここです！ 

いわき市 
ＭＡＰ 

① JA 福島さくらいわき地区本部（p.１） 
   自由ヶ丘 39-2 

 
② いわきユナイト株式会社（p.３） 
   平字田町 120 

 
③ 小名浜魚市場（p.４） 
   小名浜字辰巳町 41 
 
④ 沼之内魚市場（p.４） 
   平沼之内字浜街 186 
 
⑤ エヴリート株式会社（p.４） 
   勿来町白米穂町 49 
 
⑥ いわき市立菊田小学校（p.５） 
   山田町林崎前 46 
 
⑦ 西野屋食品株式会社（p.10） 
   常磐上矢田町田端８−１ 

（ふくしま。GAP チャレンジのトップページ）  

 
こちらからぜひ

ご覧ください！ 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➎ 
➏ 

➐ 
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所在地は p.９のマップを参照 

今月号の特集では、新型コロナウイルス感染症による事

業者への影響や支援のための様々な取組などについてお伝

えしました。いわき農林事務所では今後も引き続き支援に

取り組んでまいります。 

さて、今月号から第３回高校生レシピコンテスト受賞レ

シピの紹介をスタートしました。私も 

「フレッシュトマトのなめらかミルクプリン」 

をつくってみましたが、さわやかな甘さで 

家族にも好評でした！ 

今後も受賞レシピを紹介していきますので、この機会に

皆様も是非つくってみてください！   （企画部 片岡） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

